(別添様式１－１)

平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：園芸特産物対策費

	事業名:果樹産地育成事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　農政部　農産園芸課　野菜・果樹特産担当　電話番号：058-272-1111（内2862）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11423@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,000千円（前年度予算額：2,000千円）

	事業内容


	１　事業の内容


関係機関一体となり、販売展開できる「果宝柿」生産量の確保とともに、岐阜柿の品種リレーを確立する。また、柿に含まれる機能性成分やおいしさ指標を分析調査し、健康に良い果実としてＰＲし、消費拡大を図る。
新品種「ぽろたん」作付拡大に向け適切な栽培管理技術や先進事例に関する情報の共有を目的とする県生産者大会の開催および新改植推進のための大苗育苗技術の開発を通じて、くりの生産拡大及び担い手育成等を推進する。
(１)高級くだもの「ぎふ富有柿」創出推進事業
・「果宝柿」の生産拡大、ＰＲ及び販路開拓
　・柿に含まれる機能性成分・食べ頃に関する調査
・岐阜柿の品種リレー（早秋、太秋、富有柿、袋掛け富有柿、果宝柿）の確立
(２)くり王国岐阜づくり推進事業
・岐阜県くり生産者大会の開催
・県内生産くりの統一ブランドの育成
　・新資材を使用したくり大苗育苗技術の開発
　・「ぽろたん」の消費宣伝
	２　所要経費


(１)高級くだもの「ぎふ富有柿」創出推進事業　1,200
(２)くり王国岐阜づくり推進事業　　　　　　　　800
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

・首都圏等における県産農産物の販売を促進するため、トップセールスによる県産
　農産物のＰＲ等を行う
　　・ぎふクリーン農産物の生産拡大と必要な技術開発、ＰＲの充実などを行う

　　・市場等のニーズや新たな技術を生産に反映させる仕組みづくりを行う
	２　これまでの取組状況


(１)高級くだもの「ぎふ富有柿」創出推進事業
　平成２０年より、「岐阜柿ブランドづくり研究会」を設立し、「袋掛け富有柿」のブランド化を協議し、新ブランド「果宝柿」を創出した。生産拡大に向け、研修会の実施、

栽培テキスト作成、消費宣伝資材を活用し消費者・流通販売関係者へのＰＲを実施した。

　また、「袋掛け富有柿」の機能性成分について調査し、「富有柿」と比較し成分が向上することを確認できた。
(２)くり王国岐阜づくり推進事業
　　平成２１年度より、超低樹高栽培や実需者との契約出荷等による産地の活性化が図られている東濃地域の取組みを、県下全域に波及させるため、くり生産者大会を実施した

(H21：山県市、H22：美濃加茂市)。
また、新品種「ぽろたん」の栽培技術確立や加工技術開発に取り組むとともに、苗木の補助等により、平成22年度までに、1,193本の苗木が導入された。
	３　これまでの取組に対する評価


(１)高級くだもの「ぎふ富有柿」創出推進事業
　「袋掛け富有柿」は生育期間が長く、気象条件の影響を受けやすいことから「果宝柿」の生産も安定せず、販売展開が十分対応できていない。シーズン最後に出荷される「果宝柿」に繋げる早生品種からの出荷量が少なく、岐阜柿の品種リレーが滞っている。

(２)くり王国岐阜づくり推進事業
　　産地計画を策定しているのは東濃地域の産地に止まっており、県下全域での活性化が課題である。「ぽろたん」の品種特性が把握でき、新たな規格を作成する必要がある。
　生産体制の整備にあわせ、消費者・実需者の認知度を向上し、販売に向けた取組が必要である。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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	2,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
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